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大紀産業の食品乾燥機
昆虫食ビジネス支える

牛
や
豚
な
ど
に
代
わ
る
「
動
物
性
タ
ン
パ
ク
源
」
と
し
て
注
目
を
集
め
る
昆
虫
食
。

岡
山
県
吉
備
中
央
町
の
陸
え
び
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
代
表
取
締
役
、岡
田
輝
喜
さ
ん
（
42
）
は
、

食
用
コ
オ
ロ
ギ
の
養
殖
に
挑
戦
し
て
い
る
。
な
じ
み
の
な
い
昆
虫
食
を
多
く
の
人
に
抵

抗
感
な
く
食
べ
て
も
ら
う
に
は
「
食
感
と
味
」
が
カ
ギ
と
な
る
。
大
紀
産
業
（
岡
山
市
）

の
食
品
乾
燥
機
を
使
用
す
る
こ
と
で
、「
理
想
と
す
る
形
に
た
ど
り
着
い
た
」
と
話
す
。

「小型タイプだが高機能」と岡田さん

今後の期待がかかる昆虫食

「
リ
ー
ン
、
リ
ー
ン
」
と

い
う
涼
や
か
な
声
が
響
く
８

畳
ほ
ど
の
飼
育
室
に
は
、
コ

オ
ロ
ギ
の
飼
育
ケ
ー
ス
約
１

０
０
個
が
ず
ら
り
。
育
て
て

い
る
の
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
イ
エ

コ
オ
ロ
ギ
と
い
う
品
種
だ
。

「
省
ス
ペ
ー
ス
で
飼
育
で
き

る
。
コ
オ
ロ
ギ
の
ス
ト
レ
ス

軽
減
、
衛
生
管
理
に
最
大
限

配
慮
し
て
大
切
に
育
て
て
い

る
」
と
い
う
岡
田
さ
ん
は
、

自
身
を
「
コ
オ
ロ
ギ
農
家
」

と
名
乗
る
。

コ
オ
ロ
ギ
は
、
豊
富
な
動

物
性
タ
ン
パ
ク
質
に
加
え
必

須
ア
ミ
ノ
酸
や
ビ
タ
ミ
ン
、

ミ
ネ
ラ
ル
な
ど
体
に
必
要
な

栄
養
を
バ
ラ
ン
ス
良
く
含
む

優
秀
な
食
材
だ
。
国
際
連
合

食
糧
農
業
機

関（
Ｆ
Ａ
Ｏ
）

が
２
０
１
３

年
、
食
料
問

題
の
解
決
策

の
一
つ
と
し

て
昆
虫
食
を

推
奨
。
「
未

来
の
た
ん
ぱ

く
源
」
と
し

て
世
界
的
に

脚
光
を
集
め

る
よ
う
に
な
っ
た
。

雑
食
性
で
30
〜
40
日
で
成

長
し
出
荷
サ
イ
ク
ル
が
早

い
。
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出

や
生
産
に
大
量
の
水
や
エ
サ

を
必
要
と
す
る
家
畜
に
比
べ

る
と
、
コ
オ
ロ
ギ
に
か
か
る

エ
ネ
ル
ギ
ー
や
環
境
負
荷
は

は
る
か
に
小
さ
い
。
そ
れ
で

も
１
０
０
ｇ
当
た
り
に
含
ま

れ
る
た
ん
ぱ
く
質
量
は
、
牛

の
19
ｇ
に
対
し
コ
オ
ロ
ギ
は

60
〜
70
ｇ
（
乾
燥
時
）も
あ
る
。

岡
田
さ
ん
が
昆
虫
食
に
関

心
を
持
っ
た
の
は
10
年
以
上

前
、
タ
イ
で
昆
虫
食
文
化
に

触
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。
食

糧
を
確
保
す
る
た
め
森
林
を

伐
採
し
、
田
畑
や
牧
草
地
に

変
え
る
現
状
に
疑
問
を
抱
い

て
い
た
岡
田
さ
ん
は
「
地
域

の
未
利
用
資
源
で
昆
虫
生
産

を
行
え
ば
、
持
続
可
能
な
食

料
生
産
が
可
能
に
な
る
」
と

考
え
た
。

コ
オ
ロ
ギ
養
殖
の
ノ
ウ
ハ

ウ
は
独
学
だ
。
孵
卵
の
方
法

か
ら
エ
サ
の
配
合
ま
で
試
行

錯
誤
を
重
ね
た
が
、
苦
労
し

た
の
が
乾
燥
だ
っ
た
。
当
初

は
フ
ラ
イ
パ
ン
で
炒
っ
た
り

オ
ー
ブ
ン
で
焼
い
た
り
し
た

が
、
硬
く
な
っ
た
り
舌
ざ
わ

り
が
悪
く
な
っ
た
り
し
て
納

得
が
い
か
な
か
っ
た
。

知
人
の
紹
介
で
、
大
紀
産

業
の
食
品
乾
燥
機
「
プ
チ
ミ

ニ
Ⅱ
」
を
導
入
。
幅
３
９
０

㎜
、
高
さ
５
６
０
㎜
、
奥
行

き
４
４
０
㎜
の
小
型
で
人
気

の
機
種
だ
。
４
枚
の
ト
レ
イ

で
２
〜
３
㎏
分
の
コ
オ
ロ
ギ

を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。

温
度
と
時
間
を
設
定
し
６
〜

10
時
間
乾
燥
さ
せ
た
後
、
試

食
し
た
と
こ
ろ
、
サ
ク
ッ
と

し
た
食
感
の
桜
エ
ビ
の
よ
う

な
香
ば
し
さ
が
口
い
っ
ぱ
い

に
広
が
っ
た
。
素
材
本
来
の

色
や
味
を
損
な
わ
な
い
自
然

な
仕
上
が
り
。
味
付
け
も
要

ら
な
い
。
「
こ
れ
な
ら
い
け

る
」
と
確
信
し
た
。

岡
田
さ
ん
は
東
京
都
出

身
。
地
域
お
こ
し
の
仕
事
で

岡
山
を
訪
れ
た
縁
で
、
２
０

２
０
年
に
自
然
豊
か
な
吉
備

中
央
町
に
移
り
住
ん
だ
。
都

市
部
の
食
を
支
え
る
米
ど
こ

ろ
で
あ
る
一
方
、
高
齢
化
や

過
疎
化
が
進
む
厳
し
い
現
実

を
知
っ
た
。

養
殖
コ
オ
ロ
ギ
は
魚
粉
を

与
え
る
の
が
一
般
的
だ
が
、

岡
田
さ
ん
の
コ
オ
ロ
ギ
は
地

元
の
米
ヌ
カ
を
配
合
し
た
エ

サ
を
食
べ
て
い
る
。
「
コ
オ

ロ
ギ
は
食
べ
た
エ
サ
に
よ
っ

て
味
が
変
わ
る
。
各
地
で
養

殖
が
広
が
れ
ば
、
地
域
の
食

材
を
利
用
し
た
〝
ご
当
地
コ

オ
ロ
ギ
〞
と
し
て
付
加
価
値

が
出
る
の
で
は
な
い
か
」。

粉
末
に
す
れ
ば
も
っ
と
食
べ

や
す
く
な
る
。
醤
油
や
ク
ッ

キ
ー
、
ビ
ー
ル
に
コ
オ
ロ
ギ

粉
末
を
混
ぜ
た
新
商
品
の
開

発
に
も
地
元
メ
ー
カ
ー
と
取

り
組
む
。

岡
田
さ
ん
に
は
夢
が
あ

る
。
コ
オ
ロ
ギ
の
糞
は
上
質

な
肥
料
に
な
る
。
地
元
の
食

物
で
育
っ
た
コ
オ
ロ
ギ
の
糞

を
肥
料
に
使
っ
て
ブ
ド
ウ
を

栽
培
し
、
ワ
イ
ン
を
作
れ
な

い
か
―
。
空
き
家
の
有
効
活

用
、
特
産
品
の
開
発
な
ど
昆

虫
生
産
を
通
し
て
食
料
問
題

や
地
方
の
課
題
解
決
に
貢
献

で
き
た
ら
。
「
培
っ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
は
惜
し
み
な
く
お
伝
え

し
た
い
」と
前
を
見
据
え
る
。

中
国
地
方
に
お
い
て
は
、
畜
産
、
特
に
鶏
卵
生
産
が
盛
ん
で
は
あ
る
が
、
野
菜
も
２
割
程
度
を
占
め
水
稲
と
並
ぶ

柱
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。
作
付
面
積
で
み
る
と
、
中
国
全
体
で
は
１
万
６
９
３
４
ha
。
中
国
５
県
の
な
か
で
最
も

作
付
面
積
が
大
き
い
の
は
広
島
で
４
５
０
０
ha
超
と
な
っ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
然
・
立
地
条
件
を
活
か
し
た
多
様

な
野
菜
生
産
が
行
わ
れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
加
工
・
業
務
用
野
菜
は
価
格
変
動
が
な
く
、
規
格
も
簡
素
で
良
い
こ

と
か
ら
中
国
地
方
に
お
い
て
も
着
実
に
取
組
が
広
が
っ
て
い
る
。

キャベツは加工用需要も高い

鳥取の野菜トップはネギ

佐藤社長

ニンジン自動重量選別機

佐
藤
農
機
鋳
造
＝
佐
藤
明

三
社
長
、
広
島
県
福
山
市
港

町
２
―
３
―
21
＝
の
「
ニ
ン

ジ
ン
自
動
重
量
選
別
機
」は
、

年
間
を
通
し
て
各
地
の
〝
ニ

ン
ジ
ン
リ
レ
ー
〞
を
支
え
る

ロ
ン
グ
セ
ラ
ー
商
品
。
収
穫

と
並
行
し
て
進
め
る
選
別
工

程
を
省
力
化
、
効
率
化
し
、

収
量
増
に
貢
献
す
る
。
ニ
ン

ジ
ン
洗
い
機
と
セ
ッ
ト
で
使

え
ば
洗
い
か
ら
選
別
ま
で
の

全
自
動
・
機
械
化
一
貫
体
系

に
対
応
。
繁
忙
期
の
人
手
不

足
解
消
に
一
役

買
っ
て
い
る
。

同
社
は
根
菜

類
か
ら
果
樹
類

ま
で
幅
広
い
農

作
物
を
対
象
と

す
る
洗
浄
・
選

別
機
の
総
合
機

械
専
門
メ
ー
カ

ー
。
中
で
も
ニ

ン
ジ
ン
の
機
械
は
、洗
い
機
、

オ
ー
ト
ホ
ッ
パ
ー
、
全
自
動

選
別
機
と
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
が

充
実
。
ピ
ー
ク
時
の
選
別
作

業
は
収
穫
作
業
と
同
時
に
進

め
る
た
め
人
手
の
確
保
が
難

し
い
が
、
機
械
を
活
用
す
れ

ば
大
幅
な
省
力
化
に
な
る

上
、
選
別
ミ
ス
が
少
な
く
、

後
工
程
が
楽
に
な
る
。
同
社

の
ニ
ン
ジ
ン
の
機
械
は
徳
島

や
千
葉
な
ど
全
国
各
地
の
産

地
で
多
く
導
入
さ
れ
、
喜
ば

れ
て
い
る
。

ニ
ン
ジ
ン
自
動
重
量
選
別

機
は
ま
ず
、
ニ
ン
ジ
ン
を
容

量
２
０
０
㎏
の
オ
ー
ト
ホ
ッ

式
の「
Ｓ
Ｗ
Ｓ
５
２
０
０
Ａ
」

シ
リ
ー
ズ
（
最
大
処
理
能
力

・
毎
時
１
万
５
０
０
０
本
）

が
あ
り
、
い
ず
れ
も
標
準
と

首
長
タ
イ
プ
が
あ
る
。

二
連
式
の
超
首
長
タ
イ
プ

「
Ｓ
Ｗ
Ｓ
５
２
０
０
Ａ
―
Ｆ

Ｄ
Ｘ
＋
83
―
Ｈ
型
」
は
、
出

口
シ
ュ
ー
ト
の
高
さ
が
約
１

２
０
㎝
で
、
立
ち
な
が
ら
の

箱
詰
め
作
業
が
し
や
す
い
。

か
が
ん
で
コ
ン
テ
ナ
を
持
ち

上
げ
る
重
労
働
を
省
力
化
で

き
、
作
業
者
の
腰
に
優
し
い

仕
様
と
な
っ
て
い
る
。

機
能
性
や
地
域
限
定
等

特
色
あ
る
作
物
で
所
得
向
上

中
国
四
国
農
政
局
で
は
エ

ゴ
マ
な
ど
機
能
性
が
あ
る
と

言
わ
れ
て
い
る
農
作
物
や
Ｇ

Ｉ
を
取
得
し
て
い
る
と
い
っ

た
地
域
限
定
な
ど
特
色
の
あ

る
農
産
物
の
生
産
拡
大
に
向

け
導
入
戦
略
を
ま
と
め
て
い

る
。中

国
四
国
地
域
は
、
中
山

間
地
域
の
割
合
が
高
く
、
農

地
が
狭
小
で
傾
斜
地
が
多
い

な
ど
、
必
ず
し
も
生
産
条
件

に
恵
ま
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ

が
多
い
。
こ
う
し
た
な
か
、

消
費
者
の
健
康
に
対
す
る
関

心
の
高
ま
り
を
捉
え
、
機
能

性
に
着
目
す
る
な
ど
特
色
あ

る
農
作
物
の
導
入
等
を
通
じ

て
所
得
向
上
に
繋
げ
て
い
る

事
例
も
見
ら
れ
る
こ
と
か

ら
、
こ
う
し
た
作
物
の
生
産

拡
大
に
向
け
、
管
内
の
先
駆

的
な
事
例
の
調
査
・
分
析
を

行
い
今
後
、
取
組
を
始
め
よ

う
と
す
る
地
域
で
参
考
と
な

る
よ
う
取
組
の
ポ
イ
ン
ト
や

留
意
点
な
ど
を
ま
と
め
た
の

が
今
回
の
戦
略
。

戦
略
で
は
、
特
色
あ
る
農

作
物
の
導
入
に
お
い
て
は
マ

ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
で
作

物
を
評
価
す
る
こ
と
、
需
要

や
販
路
の
可
能
性
も
考
慮
す

る
こ
と
（
特
に
新
規
作
物
の

場
合
）、
生
産
条
件
や
地
域

課
題
も
考
慮
す
る
こ
と
を
ポ

イ
ン
ト
と
し
て
挙
げ
て
い

る
。
特
に
生
産
条
件
等
に
つ

い
て
は
、
生
産
条
件
の
不
利

性
を
創
意
工
夫
に
よ
っ
て
特

色
と
し
て
活
か
す
こ
と
も
可

能
だ
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
生
産
の
安
定
化
と

品
質
向
上
に
向
け
て
は
、
地

域
ぐ
る
み
で
生
産
の
拡
大
・

安
定
化
や
品
質
の
向
上
・
均

一
化
に
取
り
組
む
こ
と
、
産

地
化
に
向
け
て
生
産
性
の
向

上
や
農
地
の
集
積
・
集
約
化

が
必
要
、
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
も

効
果
的
な
ど
と
指
摘
。
必
要

に
応
じ
導
入
作
物
に
即
し
た

基
盤
整
備
や
機
械
の
導
入
を

検
討
す
る
こ
と
が
重
要
だ
と

し
て
い
る
。

中
国
地
方
の
野
菜
産
出
額

（
令
和
２
年
）
は
９
４
５
億

円
で
全
体
の
20
％
を
占
め
て

い
る
。
畜
産
合
計
（
１
７
９

７
億
円
で
39
・
３
％
）、
水
稲

（
１
０
０
３
億
円
で
21
・
９

％
）
に
次
ぐ
重
要
な
品
目
と

な
っ
て
い
る
。
県
別
で
は
広

島
２
４
７
億
円
、
岡
山
２
２

３
億
円
、鳥
取
２
１
４
億
円
、

山
口
１
６
０
億
円
、
島
根
１

０
１
億
円
で
い
ず
れ
も
前
年

か
ら
増
加
す
る
結
果
と
な
っ

た
。
な
お
各
県
品
目
別
ト
ッ

プ
（
令
和
元
年
）
を
み
る
と

鳥
取
は
ね
ぎ
（
42
億
円
）、

島
根
は
ト
マ
ト（
11
億
円
）、

岡
山
は
な
す
（
19
億
円
）、

山
口
は
い
ち
ご（
24
億
円
）。

一
方
、
作
付
面
積
（
令
和

元
年
）
に
つ
い
て
は
い
ず
れ

の
県
も
減
少
傾
向
。
広
島
が

４
５
２
７
ha
だ
っ
た
ほ
か
、

鳥
取
が
３
７
４
５
ha
、
山
口

が
３
２
５
５
ha
、
岡
山
が
２

８
６
３
ha
、
島
根
が
２
５
４

４
ha
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
な
か
で
も
注
目

を
高
め
て
い
る
の
が
、
加
工

・
業
務
用
野
菜
生
産
だ
。
中

四
国
農
政
局
で
は
管
内
の
優

れ
た
取
組
の
横
展
開
に
向

け
、
事
例
集
と
し
て
ま
と
め

て
い
る
。

【
㈱
ｖ
ｅ
ｇ
ｅ
ｔ
ａ
（
広
島

県
庄
原
市
）】
広
島
県
の
名

物
で
あ
る
お
好
み
焼
き
に
は

キ
ャ
ベ
ツ
が
使
用
さ
れ
て
い

る
が
、
県
内
の
キ
ャ
ベ
ツ
自

給
率
は
低
く
、
県
内
産
の
新

鮮
な
キ
ャ
ベ
ツ
に
対
す
る
需

要
は
高
か
っ
た
。
ま
た
、
地

域
の
課
題
と
し
て
、
農
家
の

高
齢
化
に
伴
う
耕
作
放
棄
地

の
増
加
や
担
い
手
の
減
少
が

あ
り
、
課
題
解
消
の
た
め
耕

作
放
棄
地
で
の
キ
ャ
ベ
ツ
の

大
規
模
経
営
生
産
を
構
想
。

広
島
県
の
キ
ャ
ベ
ツ
大
規
模

経
営
モ
デ
ル
事
業
を
活
用

し
、
平
成
28
年
、
15
ha
か
ら

キ
ャ
ベ
ツ
栽
培
を
ス
タ
ー
ト

さ
せ
た
。
現
在
の
キ
ャ
ベ
ツ

栽
培
面
積
は
１
０
０
ha
で
う

ち
、
加
工
業
務
用
は
60
ha
と

な
っ
て
い
る
。
同
社
の
キ
ャ

ベ
ツ
ほ
場
は
県
南
の
島
嶼
部

ま
で
分
散
し
て
お
り
、
標
高

差
を
活
か
し
た
リ
レ
ー
出
荷

が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
し

か
し
、
中
山
間
の
ほ
場
が
ほ

と
ん
ど
で
あ
り
、
小
規
模
な

ほ
場
が
多
い
こ
と
か
ら
作
業

の
効
率
化
が
課
題
と
な
っ
て

い
た
。

こ
の
た
め
、
令
和
元
年
度

か
ら
「
ス
マ
ー
ト
農
業
実
証

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
実
証
ほ

場
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
農
業

機
械
と
経
営
管
理
シ
ス
テ
ム

の
導
入
実
証
を
行
っ
た
。
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
用
い
た
育
苗
管

理
シ
ス
テ
ム
、
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
ほ
場
の
見
回
り
や
生
育

確
認
、
農
薬
散
布
、
全
自
動

収
穫
機
で
の
収
穫
、
営
農
支

援
ツ
ー
ル「
ア
グ
リ
ノ
ー
ト
」

を
使
用
し
た
作
業
記
録
管
理

・
経
営
管
理
を
導
入
す
る
こ

と
で
、
作
業
の
効
率
化
や
少

人
数
で
の
大
規
模
農
地
の
管

理
を
行
っ
て
い
る
。

し
、
次
の
工
程
に
供
給
す
る

ニ
ン
ジ
ン
の
供
給
量
を
適
宜

自
動
で
調
整
。
安
定
し
た
高

い
供
給
率
で
作
業
効
率
が
ア

ッ
プ
す
る
。
続
い
て
、
ワ
イ

パ
ー
機
構
と
横
送
り
ベ
ル
ト

な
ど
の
特
殊
分
離
機
構
で
、

全
自
動
で
ニ
ン
ジ
ン
が
秤
量

皿
へ
送
ら
れ
る
。
ほ
ぼ
１
０

０
％
の
確
率
で
１
本
ず
つ
供

給
さ
れ
る
た
め
、
補
助
者
は

不
要
。

重
量
選
別
は
高
精
度
分
銅

式
を
採
用
し
て
お
り
、
設
定

重
量
の
微
調
整
も
簡
単
。
シ

ュ
ー
ト
出
口
幅
は
、
20
㎏
コ

ン
テ
ナ
を
片
側
に
５
個
並
べ

て
使
用
で
き
る
広
さ
。
操
作

ボ
ッ
ク
ス
と
出
口
シ
ュ
ー
ト

の
向
き
は
、
作
業
場
の
都
合

や
階
級
ご
と
に
左
右
ど
ち
ら

側
に
も
設
定
で
き
る
。

選
別
機
は
豊
富
な
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
か
ら
適
切
な
機
種

を
選
択
で
き
る
。
一
連
式
の

「
Ｓ
Ｗ
Ｓ
２
６
０
０
Ａ
」
シ

リ
ー
ズ
（
最
大
処
理
能
力
・

毎
時
８
０
０
０
本
）
と
二
連

パ
ー
「
Ｃ
Ｈ
２

０
０
」
で
受
け

る
。
本
機
底
面

の
コ
ン
ベ
ヤ
ベ

ル
ト
と
光
セ
ン

サ

ー

が

連

動

酵
素
肥
料「
Ｂ
酵
素
」

サ
ン
ジ
ェ

ッ
ト
ア
イ

豆
類
の
収
量
向
上
に
貢
献

サ
ン
ジ
ェ
ッ
ト
ア
イ
＝
岡

山
県
倉
敷
市
玉
島
八
島
＝
の

発
酵
酵
素
肥
料
「
Ｂ
酵
素
」

は
、
食
品
由
来
の
原
料
を
乳

酸
菌
や
酵
母
菌
な
ど
で
発
酵

さ
せ
た
天
然
成
分
の
特
殊
肥

料
。野
菜
や
米
、果
樹
な
ど
あ

ら
ゆ
る
作
物
に
植
付
時
か
ら

収
穫
期
ま
で
使
用
で
き
る
。

特
に
豆
類
と
相
性
が
よ
く
、

マ
メ
科
の
作
物
で
は
酵
素
の

作
用（
酵
母
副
産
物
な
ど
）に

よ
り
根
粒
菌
が
増
殖
す
る
。

同
品
は
微
生
物
由
来
の
酵

素
、
核
酸
、
ビ
タ
ミ
ン
、
有

機
酸
、
ア
ミ
ノ
酸
、
ミ
ネ
ラ

ル
な
ど
を
多
く
含
み
、
▽
発

芽
・
活
着
・
発
根
促
進
▽
免

疫
力
の
向
上
▽
天
候
不
順
に

よ
る
生
育
不
良
の
改
善
▽
過

が
高
く
作
物
の
細
胞
組
織
へ

の
浸
透
力
が
優
れ
、
短
時
間

で
吸
収
さ
れ
る
。

黒
大
豆
栽
培
で
は
、
定
植

時
の
活
着
が
よ
く
、育
苗
期
、

定
植
期
の
発
根
促
進
に
好
影

響
が
あ
る
こ
と
を
確
認
。「
根

張
り
が
良
く
な
り
軟
弱
徒
長

が
解
消
し
た
」
「
密
度
が
高

く
な
っ
た
」
「
糖
度
や
食
味

が
上
が
っ
た
」
「
収
量
が
増

え
た
」
な
ど
と
各
地
で
喜
ば

れ
て
い
る
。

小
売
価
格
は
１
ℓ
が
５
５

０
０
円
、
５
ℓ
が
２
万
２
０

０
０
円
。
葉
面
散
布
な
ら
水

で
１
０
０
０
〜
２
０
０
０

倍
、
土
壌
潅
水
な
ら
３
０
０

０
〜
５
０
０
０
倍
に
希
釈
し

散
布
す
る
。

選
別
の
工
程
を
効
率
化

ニ
ン
ジ
ン
自
動
重
量
選
別
機

佐藤農機鋳造

Ｂ酵素使用の黒大豆（左）

剰
な
硝
酸
態

チ
ッ
ソ
を
速

や
か
に
同
化

―
と
い
っ
た

効
果
が
期
待

で
き
る
。
界

面
活
性
効
果

ス
マ
ー
ト
技
術
活
用

中
国
地
方
の
主
力
作
物〝
野
菜
〞




